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◆腰痛に対する多面的な治療戦略
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【 Abstract】
腰痛と は、 腰部を主と し た痛みや張り 、 不快感などの症状であり 、 生涯で腰痛を経験する 人は 60～

80％と 言われている 。 その発症は就労世代で多いこ と から 、 経済損失が年間およそ 3 兆円に上る と 試算

さ れており 、 アブセンティ ーズムやプレゼンティ ーズムの観点よ り 、 大き な社会問題のひと つである 。

また、 その発生要因は生物学的要因のみなら ず、 心理社会的要因にも 影響さ れる複雑な症状であるため、

原因の特定が困難で慢性化する場合も 少なく ない。 一方、 2021 年に発刊さ れた「 慢性疼痛診療ガイ ド ラ イ

ン」では、 慢性腰痛に対する運動療法は施行するこ と が強く 推奨（ エビデンスレベル B）さ れ、 患者教育お

よび心理行動学的アプローチは施行する こ と が提案（ エビデンスレベル B）さ れている 。 さ ら に腰痛を含

む慢性疼痛全般の治療では、 認知行動療法や患者教育を組み合わせた運動療法が強く 推奨（ エビデンスレ

ベル B）さ れている 。 そこ で本講演では、 病期別に腰痛の治療戦略について概説する と と も に、 生物心理

社会的な要因を踏まえた多面的評価の内容と 解釈、 患者教育を組み合わせた運動療法と そのポイ ント に

ついて述べる。
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